
五

専
攻
学
科
目　

地
球
物
理
学
・
気
候
学
・
地
球
惑
星
科
学

生　

年　

月　

昭
和
三
八
年　

四
月

略　
　
　

歴　

昭
和
六
〇
年　

三
月 

東
京
大
学
理
学
部
地
学
科
卒
業

同　

六
二
年　

三
月 

東
京
大
学
理
学
部
地
球
物
理
学
科
卒
業

平
成　

元
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　
　

四
年　

九
月 
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
博
士
課
程
中
途
退
学

同　
　

五
年　

七
月 
ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
（ETH

）
地
球
科
学
科
博
士
課
程
修
了

同　
　

五
年　

七
月 

D
r. sc. nat.

同　
　

五
年　

九
月 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

同　
　

七
年　

三
月 

東
京
大
学
気
候
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手

同　

一
〇
年　

四
月 

地
球
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
研
究
シ
ス
テ
ム
地
球
温
暖
化
予
測
研
究
領
域
古
気
候
研
究
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー（
兼
業
）

同　

一
六
年　

九
月 

東
京
大
学
気
候
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授　

同　

一
九
年　

四
月 

東
京
大
学
気
候
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

同　

二
二
年　

四
月 

東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
准
教
授
（
組
織
改
編
に
よ
る
）

同　

二
八
年
一
一
月 

東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
八
年
一
一
月 

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
地
球
惑
星
科
学
専
攻
地
球
惑
星
シ
ス
テ
ム
科
学
協
力
講
座
教
授

 

（
現
在
に
至
る
）

同　

二
八
年
一
一
月 

国
立
極
地
研
究
所
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

令
和　

三
年　

四
月 

東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
地
球
表
層
圏
変
動
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
令
和
四
年
三
月
ま
で
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

阿あ　

部べ　

彩あ
や　

子こ



二
二

D
r. sc. nat.

阿
部
彩
子
氏
の
「
氷
期－

間
氷
期

サ
イ
ク
ル
一
〇
万
年
周
期
の
機
構
の
解
明
」
に

対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

地
球
の
歴
史
に
お
い
て
最
近
の
数
十
万
年
の
間
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
北
ア
メ
リ

カ
両
大
陸
上
で
は
周
期
一
〇
万
年
で
氷
床
が
成
長
・
減
衰
す
る
氷
期－

間
氷
期

の
サ
イ
ク
ル
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
氷
河
地
形
な
ど
よ
り
一
九

世
紀
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
原
因
・
機
構
は
長
く
不
明
の〝

O
pen 

question〟

で
あ
っ
た
。
重
要
な
中
間
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
の
は
一
九
四
一
年

発
表
の
ミ
ラ
ン
コ
ビ
ッ
チ
の
研
究
で
あ
る
。

地
球
表
面
の
広
い
領
域
で
温
度
が
変
化
す
る
原
因
と
し
て
は
太
陽
か
ら
の
放

射
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。
地
球
上
各
地
の
受
け
る
日
射
量

は
、
太
陽
光
の
強
度
が
一
定
で
あ
っ
て
も
、
公
転
軌
道
や
自
転
軸
の
変
動
に

よ
っ
て
変
化
す
る
。
ミ
ラ
ン
コ
ビ
ッ
チ
は
氷
床
の
生
成
・
消
滅
の
鍵
と
な
る
北

半
球
高
緯
度
域
の
夏
至
の
日
射
量
の
変
動
を
、
天
体
力
学
に
よ
る
地
球
の
公

転
・
自
転
の
変
動
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
日
射
量
変
動

の
幅
は
平
均
値
の
一
〇
％
を
超
え
る
大
き
さ
に
な
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
二
・
三

万
年
と
四
・
一
万
年
の
周
期
（
自
転
軸
の
傾
き
の
向
き
と
大
き
さ
の
変
化
に
よ

る
）
で
、
周
期
一
〇
万
年
の
変
動
（
公
転
軌
道
離
心
率
の
変
化
に
よ
る
）
は
小

さ
く
日
射
量
の
時
系
列
で
は
短
周
期
成
分
に
比
べ
僅
か
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
ミ

ラ
ン
コ
ビ
ッ
チ
の
論
文
発
表
以
来
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
氷
期－

間
氷
期
サ

イ
ク
ル
一
〇
万
年
周
期
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
来
た
が
納
得

で
き
る
解
答
は
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

阿
部
彩
子
氏
の
研
究
は
考
え
方
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
同
じ
く
、
氷

河
時
代
の
日
射
量
変
動
を
も
と
に
氷
床
の
変
動
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
大
き
く
違
う
点
は
、
出
発
点
の
日
射
量
と
最
終
結
果
の
氷
床
量
を
扱
い
、

そ
れ
ぞ
れ
を
一
個
の
数
値
と
し
て
関
係
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
地
域
的
に
異
な

る
変
動
を
す
る
氷
河
時
代
の
日
射
量
分
布
を
も
と
に
気
候
モ
デ
ルM

IR
O

C

（
気
象
庁
の
協
力
の
も
と
日
本
の
大
学
共
同
で
開
発；

阿
部
氏
は
若
手
の
中
核

と
し
て
参
加
）
に
よ
っ
て
そ
の
時
代
の
地
球
の
気
候
変
動
全
体
を
再
現
し
、
そ

こ
か
ら
氷
床
モ
デ
ルIcIES

（
東
京
大
学
に
お
い
て
阿
部
氏
が
中
心
と
な
り
開

発
）
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
求
め
、IcIES

に
入
力
し
て
氷
床
の
生
成
・
消
滅
の

状
況
を
調
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
解
法
は
実
際
に
起
こ
っ
た
気
候
と
氷
床
の
変
動
状
態
を
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
で
あ
る
日
射
の
変
動
を
も
と
に
二
つ
の
数
値
モ
デ
ル
を
順
に
用
い
て
現

実
の
氷
床
変
動
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
現
代

に
お
い
て
は
直
接
的
で
正
し
い
方
法
と
言
え
る
。
実
際
、
こ
の
前
の
間
氷
期

（
一
二
万
年
前
）
か
ら
最
終
氷
期
を
経
て
現
在
の
間
氷
期
に
至
る
氷
床
の
変
化



二
二

を
こ
の
方
法
で
計
算
し
た
と
こ
ろ
地
学
的
に
推
定
さ
れ
た
実
際
と
よ
く
合
う
結

果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
一
〇
万
年
周
期
の
数
サ
イ
ク
ル
ど
こ
ろ
か
一
サ
イ
ク
ル
で
す
ら
、
地

球
全
域
の
気
候
と
氷
床
の
変
化
を
気
候
モ
デ
ル
と
氷
床
モ
デ
ル
の
二
つ
を
用
い

て
計
算
す
る
事
は
そ
の
ま
ま
で
は
計
算
量
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
阿
部
氏
は
、

こ
の
困
難
を
避
け
て
氷
床
モ
デ
ル
へ
の
周
辺
気
候
状
態
の
入
力
デ
ー
タ
を
求
め

る
た
め
次
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
。
あ
ら
か
じ
め
氷
床
量
と
入
射
日
射
量
と

い
う
二
つ
の
パ
ラ
メ
タ
ー
に
つ
い
て
選
ば
れ
た
値
の
組
み
合
わ
せ
を
作
り
、
そ

れ
に
対
応
す
る
気
候
分
布
をM

IR
O

C
で
計
算
し
、
各
気
候
の
も
と
で
氷
床
モ

デ
ル
に
必
要
と
さ
れ
る
入
力
量
（
降
雪
量
な
ど
）
を
求
め
て
置
く
。
こ
の
事
前

に
求
め
た
結
果
を
用
い
て
氷
床
成
長
の
計
算
を
効
率
的
に
進
め
る
と
い
う
方
法

で
あ
る
。

も
う
一
つ
重
要
な
点
と
し
て
基
盤
岩
の
応
答
を
考
慮
に
入
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
測
地
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
現
在
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
半
島
は
ゆ
っ
く
り

と
隆
起
し
つ
つ
あ
る
。
か
つ
て
氷
床
に
お
お
わ
れ
、
そ
の
重
み
で
沈
ん
で
い
た

岩
盤
が
氷
床
消
滅
の
後
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
に
向
け
て
ゆ
っ
く
り
と
浮
上
し
て
い

る
結
果
と
解
釈
さ
れ
る
。
基
盤
岩
変
動
に
は
こ
の
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
に
向
か
う

効
果
を
取
り
入
れ
た
。

こ
う
し
て
全
氷
床
量
（
地
球
上
の
固
体
の
水
の
量
）
の
拡
大
・
縮
小
を
一
〇

万
年
周
期
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
過
去
四
〇
万
年
の
期
間
に
わ
た
っ
て
計
算
し

た
と
こ
ろ
（
酸
素
同
位
体
比
の
変
化
か
ら
推
定
さ
れ
た
）
全
氷
床
量
の
変
化
と

極
め
て
よ
く
一
致
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
変
化
幅
の
最
も
大
き
い
一
〇
万
年

周
期
の
鋸
歯
状
の
変
化
を
中
心
に
歳
差
運
動
な
ど
に
よ
る
二
万
年
、
四
万
年
周

期
の
変
動
も
含
め
て
実
際
の
変
化
の
グ
ラ
フ
を
完
璧
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
再
現

し
て
い
る
の
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

北
米
大
陸
で
は
低
温
期
に
北
極
に
近
い
陸
域
で
生
ま
れ
た
氷
床
が
寒
冷
の
度

が
強
ま
る
と
と
も
に
上
下
に
厚
み
を
増
す
と
同
時
に
低
緯
度
側
に
広
が
っ
て
面

積
が
拡
大
す
る
。
氷
床
の
発
達
に
際
し
て
は
基
盤
岩
が
沈
降
す
る
の
で
頂
上
の

高
度
が
下
が
っ
て
「
頂
上
」
の
降
雪
量
が
増
し
て
さ
ら
に
厚
さ
（
高
度
）
を
増

す
。南

に
広
が
り
ま
た
厚
く
な
っ
た
氷
床
が
（
軌
道
・
傾
斜
角
変
動
に
よ
る
日
射

量
変
化
で
）
一
旦
融
解
の
フ
ェ
イ
ズ
に
な
っ
た
時
、
岩
盤
は
す
ぐ
に
は
戻
ら
な

い
か
ら
氷
床
の
下
端
は
低
高
度
に
と
ど
ま
り
、
底
部
の
融
解
に
よ
っ
て
上
部
の

氷
も
高
度
を
下
げ
次
々
と
高
温
の
大
気
に
触
れ
て
急
速
に
融
解
が
進
む
と
い
う

正
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

氷
期－

間
氷
期
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
一
〇
万
年
と
い
う
周
期
と
と
も
に
大
き

な
特
色
は
氷
床
の
成
長
と
減
衰
の
非
対
称
性
で
あ
る
。
成
長
は
ゆ
っ
く
り
で
周

期
一
〇
万
年
の
大
き
な
部
分
が
成
長
に
費
や
さ
れ
る
の
に
対
し
減
衰
は
極
め
て

速
く
氷
床
量
の
時
間
変
化
の
グ
ラ
フ
は
鋸
歯
状
に
な
っ
て
い
る
。
計
算
結
果
は

こ
の
特
色
を
正
し
く
再
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
基
盤
岩
の
変
動
を
正
し
く
取
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り
入
れ
た
結
果
と
理
解
で
き
る
。

ま
た
論
文
に
お
い
て
は
一
〇
万
年
周
期
の
卓
越
の
原
因
と
し
て
氷
床
変
動
が

ヒ
ス
テ
レ
シ
ス
効
果
を
持
つ
非
線
形
振
動
（「
鹿
威
し
」
の
よ
う
な
緩
和
振
動
）

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
単
純
な
線
形
力
学
系
に
お
け
る
共
鳴
で
は
な

い
こ
と
が
示
さ
れ
た
点
も
重
要
で
あ
る
。

以
上
の
通
り
、
阿
部
氏
は
地
球
科
学
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
な
が
ら

長
い
間
未
解
決
で
あ
っ
た
氷
期－
間
氷
期
サ
イ
ク
ル
一
〇
万
年
周
期
の
謎
に
決

定
的
と
言
え
る
解
答
を
与
え
た
。
地
球
の
自
転
・
公
転
の
微
小
な
変
動
で
生
じ

る
日
射
分
布
の
変
動
か
ら
、
そ
の
結
果
生
じ
る
地
球
全
体
の
気
候
の
変
動
と
そ

れ
に
伴
う
氷
床
の
拡
大
・
縮
小
が
正
し
く
（
観
測
か
ら
推
定
さ
れ
た
よ
う
に
）

計
算
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
同
氏
は
上
記
の
問
題
を
含
む
雪
氷
学
、
古
環

境
学
の
研
究
に
重
点
を
置
き
つ
つ
そ
の
成
果
を
応
用
し
て
気
候
変
動
問
題
に
貴

重
な
貢
献
を
す
る
な
ど
一
九
四
篇
に
上
る
研
究
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
優
れ
た
業
績
を
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
阿
部
彩
子
氏
は
日
本

学
士
院
賞
を
授
賞
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
者
で
あ
る
。
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